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KANEYAMA

●　ＣＯＶＥＲ

　今日のように笑顔でまた――
　　　　第73回金山中学校卒業証書授与式



▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！

１（水）
２（木）
６（月）

７（火）

８（水）

10（金）
13（月）

14（火）

15（水）
16（木）
19（日）
22（水）
24（金）
26（日）
27（月）
28（火）
29（水）

教職員辞令交付式・歓迎式

消防団辞令交付式（春の幹部会議）

認定こども園めごたま入園式

町内小学校入学式、金山中学校入学式

乳児健診

経営所得安定対策申請受付開始（24日まで）

すこやか相談

新庄南高金山校入学式

金山町スポーツ少年団表彰式

狂犬病予防接種巡回（14日まで）

金山町長選挙告示日

１歳児・２歳児歯科健診

心配ごと相談

春の火災予防運動（22日まで）

金山町長選挙投開票日

すこやか相談

大堰鯉の放流

春季消防演習前揃（予定）

心の健康相談、心配ごと相談

献血

春季消防演習（予定）

４月行事予定表■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆道草便り 最終号
◆まちの予算
　令和２年度一般会計予算を公表します
◆町教育委員会からお知らせ
　令和４年春　町内小学校がひとつに
◆町政ＮＥＷＳ
　新庄南高金山校では19名が合格
　祝！小野サクヨさんが100歳
　「なかだ地域づくりの会」が設立される
　記録的な少雪となった今冬
　自衛隊新入隊の松田渉さんにエール
　個性豊かな31名がめごたまを卒園
◆第11回金山町フォトコンテスト審査結果
◆お知らせ掲示板
　４月16日～ 22日は春季火災予防運動
　町立診療所の診療体制が新しくなります
◆ほっとクリニック vol.134
　はじめての BirthDay
　東京金山会通信 No.12・ぶんげい

P３
P４

P６

P８

P10
P12

P14

　
金
山
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

が
３
月
16
日
に
執
り
行
わ
れ
、
51

名
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
国
内
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
、
在
校
生
の

出
席
を
見
送
る
な
ど
、
規
模
を
縮

小
し
て
挙
行
。
ま
た
、
３
月
３
日

か
ら
の
臨
時
休
校
期
間
は
、
式
の

練
習
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
卒

業
生
の
式
歌
は
、
表
紙
写
真
の
よ

う
に
歌
詞
を
確
認
し
な
が
ら
の
合

唱
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代

表
し
て
須
藤
櫂
斗
さ
ん
は
「
こ
の

よ
う
な
形
で
も
卒
業
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
自
信
を
持
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
道
を
進
む
こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。

　
異
例
づ
く
め
の
門
出
に
も
、
卒

業
生
ら
は
と
び
き
り
の
笑
顔
。
そ

れ
は
、
３
年
間
の
思
い
出
と
夢
あ

ふ
れ
る
未
来
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。

今
年
も
、
胸
い
っ
ぱ
い
の
希
望
を

抱
い
た
「
ワ
カ
ツ
バ
メ
」
た
ち
が

金
山
中
学
校
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

＝今月の表紙＝

広報かねやま　2020.4 ②広報かねやま　2020.4③

広報かねやま

KANEYAMA

最終号

平成29年６月から約３年で全31地区を取材させていただきました。同じ金山でも、地区の雰囲気は違ってい
て、それが大学生にとっては新鮮で魅力に溢れていました。その魅力を、広報を通して少しでも伝えることが
できて嬉しく思います。最後に、掲載してきた写真を各地区１枚ずつ紹介して、「道草便り」を閉じます。
これまで取材を受けてくださった方々、読んでいただいた町の皆さん、本当にありがとうございました。

道草便り編集者一同

か
い　
と　



「人材育成・健康づくり・産業振興・定住対策」
を４つの柱とし、「住んでよかった、これから
も住み続けたい」と思えるような町であるため、
必要な事業は着実に取り組みながら、持続可能
なまちづくりを進めていきます。

広報かねやま　2020.4 ④広報かねやま　2020.4⑤

●
主
な
ハ
ー
ド
事
業

・
防
災
重
点
た
め
池
廃
止
事
業

・
除
雪
機
整
備
事
業

・
道
路
維
持
・
改
良
整
備
事
業

・
林
業
成
長
産
業
化
創
出
モ
デ

ル
事
業

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新
事
業

・
役
場
駐
車
場
用
地
購
入
事
業

・Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
組
合
施
設
改
修

補
助
金

●
主
な
ソ
フ
ト
事
業

・
ま
め（
落
花
生
・
健
康
・
勤
勉
・

忠
実
）
づ
く
り
推
進
事
業

・
町
立
金
山
診
療
所
運
営
支
援

（
一
般
会
計
か
ら
の
運
営
費

等
支
援
）

・
街
並
み
景
観
形
成
助
成
事
業

・
景
観
施
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
委
託
事
業

・
第
14
回
羽
州
街
道
交
流
会
金

山
大
会
開
催
事
業

・
育
児
支
援
事
業（
出
産
祝
金
・

多
子
通
園
助
成
金
・
家
庭
育

児
支
援
な
ど
）

・
子
育
て
支
援
医
療
費
（
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
）

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発

行
事
業
（
２
回
開
催
）

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

事
業

（前年度比1.1％増）

38.43億円

まちの
予算

令和２年度一般会計

会計名
一般会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（直診勘定）
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
水道事業会計（資本的支出）
水道事業会計（収益的支出）

予算額
38億4,300万円

27万円
３億5,747万円
6,624万円

８億6,270万円
１億　725万円
１億6,538万円
8,740万円

１億9,933万円

前年度比増減額
＋4,200万円
▲　492万円
▲1,914万円
＋　437万円
＋6,428万円
＋　193万円
＋　705万円
＋　939万円
＋　142万円

前年度比増減率
＋　1.1％
▲94.8％
▲　5.1％
＋　7.1％
＋　8.1％
＋　1.8％
＋　4.5％
＋12.0％
＋　0.7％

町
全
体
の
人
口
減
少
と
、
高
齢
の

方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
な

ど
、
利
用
者
の
増
加
が
鍵
と
な
る

医
療
機
関
。
要
望
に
応
え
、
小
児

科
を
週
２
日
に
拡
充
す
る
な
ど
安

心
の
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
な
ど
で
、
都
市

部
と
変
わ
ら
な
い
教
育
環
境
を
提

供
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
の
残

分
を
議
会
の
理
解
を
い
た
だ
き
基

金
や
起
債
で
対
応
し
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
中
核
を
担

う
社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
を
行

い
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
生
活
支

援
を
行
い
ま
す
。
写
真
は
町
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
共
催
し
て
い
る

「
福
寿
会
」
の
様
子
。

　働く場をつくるため、平成26・27年度に取り
組んだ「貸工場建設」と、28年度に建設された
「認定こども園」への支援、30年度の「豪雨災害」
と「高温対策」に過疎債を活用したことから、
31年度から公債費が増加しています。使用料を
いただき、借金返済にも地方交付税の支援があり
ますが、将来も考えて財政の健全化と行政の安定
化を最優先する考えです。また、基金（貯金）は
将来の貴重な財源。今後の町づくりや、突発的な
事象に対応できるお金で、残高を可能な限り増や
していくことが「力」となります。

❷ 将来につながる財政運営のため医療介護の安定した支援と
福祉・子育て・雪対策を優先

　一般会計は、令和元年度の当初予算と比較し、
事業見直しで歳出抑制に努め、特別会計への繰り
出し金や公債費などの増加に対応しています。
　町立金山診療所は、安心して利用いただく運営
を行うため、前年度と同じく年間の予算を確保。
なお、医療スタッフが不足することから令和３年
度に無床化する方針です。特別会計は、高齢化や
利用者の増で医療費や給付費等が増えていること
と、重要なライフラインである上下水道等におけ
る「国の補助事業を活用した施設更新」が増加の
主な理由です。

❶

　町民の皆さんが、将来にわたり「住んでよかっ
た、住み続けたい」と実感できる町づくりを行政
が責任を持って進めます。また、全国的にみても
充実した「子育て支援」を継続します。さらには、
多くの方々が心配している「雪対策」「高齢者の
住まい」「移動手段」「買い物支援」などについて、
職員が総力を挙げ、各種事業に取り組み、快適な
生活環境をつくっていきます。
　「安心できる－。安全に生活できる－。」必要な
事業に着実に取り組んだうえで、持続可能な行政
運営や財政健全化を進めることとし、町民の皆さ
んのご意見を充分に伺いながら町づくりを行って
いきます。

❹ 未来を保障する行政サービス
　令和２年度の当初予算では、収入確保や歳出抑
制に努めながらも、必要な財源を確保するために
基金をも活用しています。今後も、財政運営の健
全性を高めるため、人件費・公債費など経常的な
経費を抑え、また、新たな町の借金をできる限り
せずに、知恵を絞り、工夫しながら基金の増加を
図り、借金の残高を減らしていきます。

❸ 基金残高（貯金）の状況

※　国が進めている「財政状況の見える化」を積極的に
取り組むため、町のホームページに、決算審査意見書
や町政の運営方針を掲載しています。ご覧ください。

歳入

歳出

町税
11.4％
（＋1.2％）

人件費
19.9％

（＋23.9％）

扶助費
9.4％

（＋0.3％）

公債費
12.0％

（＋12.4％）一般行政経費
34.6％
（▲9.8％）

その他
14.2％

投資的経費
9.9％

（▲5.8％）

地方交付税
49.3％
（＋6.6％）

使用料及び手数料
1.5％（＋2.0％）

国県支出金
16.5％
（＋2.5％）

繰入金
6.7％

（▲24.7％）

町債
5.7％

（▲18.2％）

その他
8.9％

※（　　）内は前年度比増減率

●町債（借金）残高の推移見込　※金山町財政の中期展望より
【単位：百万円】

44億
6,900万円
44億

6,900万円 44億
2,000万円
44億

2,000万円

42億
2,700万円
42億

2,700万円

40億
3,900万円
40億

3,900万円 39億
5,000万円
39億

5,000万円

37億
5,900万円
37億

5,900万円

H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

4,600

4,400

4,200

4,000

3,800

3,600

3,400



社
会
の
変
化
と
児
童
数
の
減
少

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
な

ど
、
社
会
の
仕
組
み
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
く
昨
今
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
は
、
そ
の
変

化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
主
体
的
に
学

ん
で
い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
仲
間
と
協
働
す
る
能
力
な
ど
、
実
社

会
に
出
て
か
ら
こ
そ
発
揮
で
き
る
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
に
と
も
な
う
児
童
数

の
減
少
は
、教
育
行
政
に
も
大
き
く
影
響
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ふ
さ
わ

し
い
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
町
で
は
、
将
来

を
担
う
児
童
全
員
に
学
び
の
充
実
と
教
育

レ
ベ
ル
の
公
平
性
を
保
障
し
、
適
正
な
規

模
の
学
習
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

小
学
校
統
合
へ
向
け
た
動
き

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
２
月
か

ら
こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
教
育
懇
談

会
を
開
催
。
そ
の
ほ
か
、
小
学
校
の
統
廃

合
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
通

し
て
、
小
学
校
区
ご
と
に
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
、
入
学
前
の
認
定
こ
ど
も
園

め
ご
た
ま
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
今
後

の
小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
町
長
を
交
え
た
総
合
教
育
会

議
な
ど
に
お
い
て
も
入
念
に
検
討
。
そ
の

結
果
、
統
廃
合
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
ま
と
ま
り
、
町
議
会
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
11
月
に
各
小
学
校
区
で
開
催
し

た
教
育
懇
談
会
で
、
そ
の
方
針
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

２
月
27
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
令

和
４
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
小
学
校
を
統

廃
合
し
、
明
安
小
学
校
と
有
屋
小
学
校
が

金
山
小
学
校
に
編
入
す
る
形
で
進
め
る
こ

と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

金
山
ら
し
い
小
学
校
を
目
指
し
て

　
３
月
24
日
に
は
、
小
学
校
統
廃
合
準
備

委
員
会
を
設
置
。
委
員
は
学
校
関
係
者
や

地
域
の
方
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
様
々
な
角

度
か
ら
、
統
廃
合
の
内
容
が
検
討
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
学
習
環
境
や
通
学
手
段
、
さ

ら
に
は
明
安
小
の
子
ど
も
歌
舞
伎
と
有
屋

小
の
少
年
番
楽
の
継
承
、
ス
ポ
少
運
営
な

ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
。
準

備
委
員
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
な
ど
で
検

討
事
項
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

　
統
廃
合
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
児
童
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
地
域
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、
ス

ム
ー
ズ
か
つ
金
山
ら
し
い
形
で
統
廃
合
が

進
む
よ
う
に
、多
く
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

丁
寧
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

広報かねやま　2020.4 ⑥広報かねやま　2020.4⑦

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ町教育委員会からお知らせ

令
和
４
年
春

町
内
小
学
校
が
ひ
と
つ
に

少
子
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
金
山
町
の
児
童
数
も
年
々
減
少
。

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
中
で
、

児
童
全
員
に
適
正
な
規
模
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
町
の
使
命
。

金
山
ら
し
い
カ
タ
チ
を
模
索
し
な
が
ら
、
統
合
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　令和元年12月に、小学校
の統廃合に関わるアンケート
調査を実施しました。
【対象】
全世帯（町内３小学校区の保
護者・住民）
【内容】
小学校統合に関するご意見な
どを自由記述式

●子どもたちのことを第一に考え、統合に向けて進んでいってほしい。
●町全体でうまく連携して、子どもたちが過ごしやすい小学校になってくれたらよい。
●統合に関して、決まったことや検討中のことでも広報に載せるなどして、知らせてほしい。
●小学校の統合は賛成だが、仲間はずれやいじめなどないことを望む。
●大きな学校に吸収されるような形だと、今までのすべてがなくなってしまうようで寂しい気がする。
３つの小学校が一緒になり新しい小学校としてスタートしてほしい。
●今現在行われている地域と小学校との連携している取り組みはどのような体制で行うのか。
●各小学校の良き点、伝統が上手く守られる様な形になってほしいと考える。
●小学校の統合は金山町が一番遅れている問題の一つであり、やっと統合になるとホッとしている。

＼多い意見を抜粋して紹介／

「小小交流事業」を通
して、町の児童らは学
校間を越えた交流を
図っています。

アンケート
結果を
公表します

11月13日に有屋小学校で開催された教育懇談会の様子

　小学校の統合まであと２年。小学校１校・
中学校１校となるため、当然のことながら、
小・中一貫教育を目指していくことになりま
す。この２年間で、これからの町の教育をど
のように進めていくのかを、しっかりと計画
し、準備していかなければなりません。
　現状から大きな２つの課題が挙げられま
す。１つは、不登校等の課題を抱える児童生
徒が増えていること。これまでのような個々
の状況を踏まえた対応だけでなく、子どもた
ちが来たくなるような学校のあり方を探って
いく必要があると考えます。
　２つめは、全国学力学習状況調査結果がこ
こ数年全国平均を下回る状況が続いているこ
とです。学校としては、授業づくりや家庭学
習の充実のために懸命に取り組んできました
が、目に見える成果は上がっていません。こ
れまで以上に、小・中の一貫した取り組みが
求められていると言えます。
　このような現状を踏まえ、小学校の統合に
向けた動きに合わせて、今後の教育のあり方
について議論し、課題解決に取り組んでいか
なければなりません。そこで掲げた２つの柱
は「魅力ある学校づくり」と「学力向上」。
町の教育に携わる者が一致団結して進めてい
きたいと考えています。

「魅力ある学校づくり」と
「学力向上」を取り組みの柱に

須
藤  

信
一  

金
山
町
教
育
長

し
ん
い
ち

【児童数の推移（令和元年10月１日現在）】

１年

２年

３年

４年

５年

６年

計

H31

32

33

29

24

26

36

180

R２

24

31

33

28

24

26

166

R３

30

24

31

33

28

24

170

R４

38

38

31

39

39

40

225

R５

33

38

38

31

39

39

218

R６

33

33

38

38

31

39

212

R７

25

33

33

38

38

31

198

■金山小学校

H31

4

5

6

2

5

7

29

R２

6

4

5

6

2

5

28

R３

4

6

4

5

6

2

27

■明安小学校

H31

4

1

6

10

4

8

33

R２

1

4

1

6

10

4

26

R３

4

1

4

1

6

10

26

■有屋小学校
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町政ＮＥＷＳ
　
記
録
的
な
暖
冬
と
言
わ
れ
た
今

年
の
冬
。
本
州
付
近
へ
の
寒
気
の

南
下
が
弱
く
、
冬
型
の
気
圧
配
置

が
続
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
、

暖
冬
の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
気
象
庁
の
金
山
観
測
所
に
お

け
る
今
冬
の
最
大
積
雪
深
は
２
月

８
日
の
61
㎝
。
雪
の
多
か
っ
た
一

昨
年
の
３
分
の
１
以
下
で
す
。
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
少
雪
に
、「
除

雪
の
必
要
が
な
く
て
楽
だ
っ
た
」

な
ど
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
方
が
い

た
一
方
で
、
雪
国
な
ら
で
は
と
も

言
え
る
「
困
惑
」
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
例
年
、
12
月
か
ら
３
月
下
旬
ま

で
営
業
す
る
神
室
ス
キ
ー
場
。
今

年
は
２
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
に
こ

ぎ
つ
け
た
も
の
の
、
３
月
３
日
に

は
雪
不
足
で
営
業
を
一
旦
休
止
。

そ
の
後
、
再
開
す
る
こ
と
な
く
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
リ
フ
ト
の
利
用
客
は
昨
年
の

16
％
程
度
。
ホ
テ
ル
シ
ェ
ー
ネ
ス

ハ
イ
ム
金
山
で
は
宿
泊
客
の
キ
ャ

ン
セ
ル
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
金
山
の
冬
を
盛
り
上
げ
る
各

種
ス
キ
ー
大
会
も
そ
の
多
く
が
中

止
に
。少
年
少
女
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
、

不
完
全
燃
焼
な
年
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
迎
え
た

冬
は
、
記
録
と
記
憶
に
残
る
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

録
的
な
少
雪
と
な
っ
た
今
冬

安
堵
す
る
一
方
で
町
の
経
済
に
爪
痕
も

記
　
小
野
サ
ク
ヨ
さ
ん
（
下
中

田
）
が
、
２
月
25
日
に
１
０

０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
鈴
木
町
長
か
ら
ご
本
人

へ
賀
詞
や
お
祝
い
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
サ
ク
ヨ
さ
ん

は
大
正
９
年
生
ま
れ
。
ご
自

身
に
と
っ
て
４
時
代
目
と
な

る
令
和
で
迎
え
た
大
き
な
節

目
に
、
ご
家
族
ら
も
駆
け
つ

　
な
ご
り
雪
の
降
る
３
月
17

日
、
県
立
高
校
一
般
入
試
の

合
格
者
が
発
表
さ
れ
、
新
庄

南
高
校
金
山
校
で
は
10
時
に

な
る
と
、
集
ま
っ
た
受
験
生

ら
に
結
果
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。
受
験
し
た
町
内
外
の
19

名
全
員
が
め
で
た
く
合
格
。

自
身
の
受
験
番
号
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

け
、
祝
福
を
贈
り
ま
し
た
。

サ
ク
ヨ
さ
ん
は
「
ば
あ
ち
ゃ

ん
お
め
で
と
う
」
の
呼
び
か

け
に
、
白
い
歯
を
見
せ
「
あ

り
が
と
う
」
と
応
え
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意

さ
れ
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。
１
０
０
歳
の
ご
長
寿
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
び
跳
ね
る
姿
な
ど
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
光
景
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
入
学
式
は
４
月
８
日
に
行

わ
れ
る
予
定
。
新
庄
市
内
の

中
学
校
出
身
の
方
は
「
高
校

で
は
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

金
山
校
生
ら
し
く
躍
動
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
主
体
と
し
て
は
最
上
地
域

で
初
と
な
る
地
域
運
営
組
織
「
な

か
だ
地
域
づ
く
り
の
会
」（
千
川

原
正
弘
理
事
長
）
の
設
立
総
会
が

３
月
15
日
、
旧
中
田
小
学
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
急
激
な
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り

地
域
の
元
気
が
薄
れ
る
現
状
を
踏

ま
え
、
中
田
地
域
で
は
、
県
や
町

の
支
援
を
受
け
て
、
平
成
29
年
１

月
か
ら
山
形
県
地
域
運
営
組
織
形

成
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
集
落
調
査
や
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
重
ね
、
持
続
可
能
な
中
田
の
実

現
に
む
け
た
「
地
域
計
画
」
を
策

定
。
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
５
か
年
計
画
で
随

時
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
健
康

増
進
活
動
や
環
境
保
全
活
動
、
中

田
祭
な
ど
を
通
し
て
、
誰
も
が
愛

着
と
誇
り
を
持
って
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
地
域
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
設
立
ま
で
の
助
言

を
い
た
だ
い
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
が
み

代
表
の
沼
野
慈
さ
ん
が
「
地
域
づ

く
り
に
は
、
女
性
や
子
ど
も
が
ど

ん
ど
ん
参
加
で
き
る
体
制
が
必
要
。

ぜ
ひ
中
田
地
域
が
先
駆
け
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
。
他
の
模
範
と
な
る
中
田

の
地
域
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

立
高
校
一
般
入
試
の
合
格
者
が
発
表

新
庄
南
高
校
金
山
校
で
は
19
名
が
合
格
！

県

か
ら
賀
詞
・
お
祝
い
金
を
贈
呈

祝
！
小
野
サ
ク
ヨ
さ
ん
が
１
０
０
歳

町

分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る

「
な
か
だ
地
域
づ
く
り
の
会
」
が
設
立
さ
れ
る

自
　
認
定
こ
ど
も
園
め
ご
た
ま

で
は
卒
園
記
念
と
し
て
、
年

長
園
児
一
人
ひ
と
り
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
絵
本
を
制
作
し
て
い

ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
お
楽

し
み
会
で
発
表
し
た
劇
の
原

案
で
、
園
児
の
み
ん
な
が
考

え
た
も
の
。
内
容
が
同
じ
で

も
、
絵
本
は
園
児
の
数
だ
け

存
在
し
ま
す
。

　
細
部
ま
で
こ
だ
わ
る
子
や

全
面
を
使
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
描
く
子
な
ど
…
。
め
ご

た
ま
で
育
ん
だ
自
由
な
発
想

力
を
働
か
せ
、
卒
園
前
に
約

１
カ
月
か
け
て
完
成
。
３
月

21
日
に
は
卒
園
式
が
行
わ

れ
、「
世
界
に
一
冊
の
絵
本
」

を
胸
に
、
個
性
豊
か
な
31
名

が
園
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

界
に
一
冊
の
手
作
り
絵
本
を
胸
に

個
性
豊
か
な
31
名
が
「
め
ご
た
ま
」
を
卒
園

世

　
３
月
４
日
、
こ
の
春
に
自

衛
隊
に
新
入
隊
す
る
松
田
渉

さ
ん
（
十
日
町
）
の
激
励
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
、

金
山
か
ら
の
入
隊
は
松
田
さ

ん
ひ
と
り
。
25
日
に
は
、
航

空
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
と

し
て
着
隊
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
が
「
全
国
各
地

で
活
動
す
る
自
衛
隊
の
姿
を

見
て
国
を
守
る
自
衛
官
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
。
皆
さ
ん
か

ら
応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を

込
め
て
述
べ
る
と
、
親
御
さ

ん
の
ほ
か
、
集
ま
っ
た
関
係

者
は
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
実
は
兄
の
悟
さ
ん
も
自

衛
官
。
兄
弟
お
二
人
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

衛
隊
入
隊
者
激
励
会
を
開
催

新
入
隊
の
松
田
渉
さ
ん
へ
町
か
ら
エ
ー
ル

自

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
合
格
番
号
を

記
載
し
た
通
知
文
書
が
個
別
に
配
布
さ
れ
た

ご
家
族
や
入
所
し
て
い
る
み
す
ぎ
荘
の
職
員

の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
る
サ
ク
ヨ
さ
ん

激
励
会
で
親
御
さ
ん
の
ほ
か
自
衛
隊
関
係
者

と
記
念
撮
影
す
る
松
田
さ
ん
（
中
央
）

悩
み
な
が
ら
も
18
色
の
ク
レ
ヨ
ン
で
白
紙

の
ペ
ー
ジ
を
彩
っ
て
い
く
園
児
ら

め
ぐ
む

ま
さ
ひ
ろ

わ
た
る

さ
と
る

㊧安心して暮らすため、地域課題である雪対策をテーマに除雪支援講習会などを開催
㊨「なかだ地域づくりの会」設立総会の様子。千川原理事長があいさつ

㊧上台峠から望む金山三峰も冬とは思えない光景（２月28日撮影）　㊨まとま
った積雪が続かずオープンが大幅にずれ込んだ神室スキー場
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お知らせ掲示板

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
員　
１
〜
２
名

▼
募
集
締
切　
４
月
15
日
（
水
）

▼
採
用
予
定　
５
月
１
日
（
金
）

※
募
集
対
象
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
次
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
総
合
政
策
課 

総
合
政
策
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
車
は
早
め
の
点
灯
、ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、

歩
行
者
は
明
る
い
服
装
と
夜
光
反
射
材
「
命
バ

ン
ド
」を
着
用
し
、交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域

全
体
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　
４
月
６
日
（
月
）〜
15
日
（
水
）

▼
運
動
の
重
点

　
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

　
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

問　
役
場
町
民
税
務
課 

く
ら
し
安
全
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

た
ま
り
ば
出
張
相
談

▼
日
時　
４
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
場
所　
金
山
町
中
央
公
民
館 

２
階
会
議
室

▼
内
容　
自
立
に
向
け
た
無
料
相
談
会

問　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ
た
ま
り
ば

　
　
☎
０
８
０

－

３
１
４
４

－

３
０
０
９

最
上
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

令
和
２
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

▼
日
時　
６
月
６
日
（
土
）〜
11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
最
上
広
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
小
学
４
〜
６
年
生
（
25
名
）

▼
内
容　
も
の
づ
く
り
活
動
や
企
業
訪
問
な
ど

▼
費
用　
年
会
費
２
，
５
０
０
円

▼
申
込　
４
月
24
日
（
金
）
締
め
切
り

問　
最
上
広
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
32

－

１
８
８
８

働
き
な
が
ら
学
ぶ
農
業
入
門
講
座

▼
コ
ー
ス
及
び
場
所

　
稲
作
コ
ー
ス
（
鶴
岡
市
立
農
業
経
営
者
育
成
学
校
）

　
野
菜
コ
ー
ス
（
鶴
岡
市
立
農
業
経
営
者
育
成
学
校
）

　
果
樹
コ
ー
ス
（
東
根
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

▼
募
集　
各
講
座
30
名

▼
費
用　
受
講
無
料

▼
申
込　
４
月
10
日
（
金
）
締
め
切
り

※
詳
し
く
は「
や
ま
が
た
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
」で
検
索
。

問　
山
形
県
立
農
林
大
学
校 

研
修
部

　
　
☎
22

－

８
７
９
４

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
結
婚
相
談
会

▼
日
時　
４
月
19
日
（
日
）・
５
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
45
分

▼
場
所　
あ
こ
や
会
館
（
山
形
市
）

▼
内
容　
出
会
い
の
機
会
な
ど
の
無
料
相
談
会

問　
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
０
２
３

－

６
１
５

－

８
７
５
５

《３つの習慣》
①寝たばこは絶対やめる
②ストーブは燃えやすい
ものから離れた位置で
使用する
③ガスこんろなどのそば
を離れるときは、必ず
火を消す

《４つの対策》
①住宅用火災警報器を設置する
②寝具・衣類及びカーテンからの火災を
防ぐために、防炎品を使用する
③火災を小さいうちに消すために、住宅
用消火器を設置する
④お年寄りや身体の不自由な人を守るた
めに、隣近所の協力体制をつくる

４月16日㊍ ～22日 ㊌は 春季火災予防運動
『ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心』

問 火事と救急・救助は ▶ ☎119　　消防に関する相談事は ▶ ☎52－2913 ／☎22－7521
　 消防情報サービス（災害の問い合わせ等） ▶ ☎0180－99－2345

●住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

４月16日～22日は 朝夕７時に各地区のサイレンが鳴ります！

４月から診療体制が変わります
【お問い合わせ】町立金山診療所　☎52－2915

　石川医師が３月末をもちまして退職し、県の医師派遣人事により、手塚裕之医師が着任されます。
手塚医師については、広報かねやま５月号で紹介します。４月からの外来診療は下記のとおりです
ので、今後とも診療所に対する一層のご理解とご協力をお願いします。

町立金山診療所
からの
お知らせ

医師週間担当（都合により変更する場合があります）

診療時間等（土曜・日曜、祝日を除く）

※土曜・日曜及び祝日は、山形大学
医学部附属病院の応援医師による急
患の受付（８時30分～16時）を行っ
ております。医師不在の時間もござ
いますので、あらかじめ電話でご確
認のうえ来所くださいますようお願
いします。

次の症状のある下記までご相談ください。
●風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日（高齢者や基礎疾患
がある方は２日）以上続いている
●強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難がある）

月

受付時間 診療開始時間

９時

14時

８時30分

13時

17時

８時30分～11時30分

13時30分～16時

８時30分～11時

13時～14時

17時～19時

午前

午後

午前

午後

夕方延長

疼痛外来

夕診

内　科
外　科
小児科

午前

総合診療科
内　科

総合診療科
外　科

小児科

疼痛外来

夕診

手塚

須田

東郷

手塚

東郷

【第１】
【第３】
手塚

手塚

藤山

手塚

須田

【第１・第３】須田
【第２・第４】手塚

須田

藤山

須田

藤山

手塚

須田 須田

午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

火 水 木 金

藤山

新型コロナウイルス感染症について改めて確認

暖かくなってもまだまだ油断は禁物です！

担当 電話番号
（平日の日中）

電話番号
（夜間や休日）

最上保健所　地域保健福祉課 29－1268 29－1300 予防の基本は、こまめな手洗いや咳エチケット



荒　
屋　
阿
部　
　
勝
子

雪
搔
き
ぬ
畑
保
存
の
野
菜
摘
み

雪
降
ら
ぬ
空
に
合
せ
た
生
計
か
な

荒　
屋　
関　
　
喜
美
子

春
シ
ョ
ー
ル
足
ど
り
軽
く
ラ
ン
チ
会

ふ
っ
く
ら
と
焙
る
香
り
や
春
椎
茸

菅　
越　
庄
司　
け
み
子

老
い
た
れ
ど
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
の
嬉
し

夢
路
へ
と
誘
ふ
眠
気
や
春
の
昼

七
日
町　
青
柳　
キ
エ
子

母
の
齢
越
え
て
小
さ
き
春
を
見
る

月
山
麓
ひ
な
と
山
菜
料
理
か
な

七
日
町　
柴
田　
　
栖
静

寒
明
け
や
日
々
に
薄
ら
ぐ
わ
だ
か
ま
り

芳
し
く
朝
の
紅
茶
や
春
立
ち
ぬ

羽　
場　
坂
本　
徳
太
郎

雪
雲
を
割
り
て
旅
客
機
下
り
き
た
る

着
膨
れ
し
己
が
姿
や
祖
父
想
ふ

上　
台　
阿
部　
　
一
歩

疫
病
を
恐
れ
見
上
げ
る
弥
生
空

古
日
記
め
く
る
ペ
ー
ジ
や
春
炬
燵

七
日
町　
村
松　
　
枩
風

右
手
に
楯
山
を
侍
ら
す
寒
の
月

寒
の
明
け
告
ぐ
る
か
庭
の
雀
ど
ち

広報かねやま　2020.4 ⑭広報かねやま　2020.4⑮

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
八
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
八
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川　
き
え
子

寂
光
を
放
ち
て
散
る
や
冬
花
火

雪
国
の
雪
の
無
い
冬
将
棋
打
つ

岸　
　
あ
き
子

針
の
引
く
糸
の
尾
長
き
夜
な
べ
か
な

寒
九
の
雨
降
ら
ず
案
ず
る
米
作
り

高
橋　
　
洋
子

天
変
か
水
を
憂
ひ
る
雪
不
足

シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
項
に
さ
や
ぐ
春
の
風

鵜
沼　
よ
し
子

拍
手
の
響
く
木
立
の
し
づ
り
雪

外
出
も
寒
紅
引
く
も
頓
に
減
り

阿
部　
サ
タ
エ

老
い
た
れ
ど
志
あ
り
春
の
雪

新
玉
の
家
族
揃
っ
て
恙
無
し

う
れ

う
な
じ

と
み

お
の

は
べ

め
　
て

く
ら
し

　今年は暖冬の影響で、良くも悪くも雪を見ること
が少なかったように感じます。１月中頃には「ばっ
け」が小川の隅に確認出来ましたね。豪雪地帯の我
が故郷金山の冬は、雪景色の中を子どもたちが元気
にスキーを楽しむ姿が自然のように思っていました
ので、今年は本当に異例の少雪となりました。
　今年度は役員の変更、増員を予定しております。
新体制となっても、一年間一生懸命頑張りますので
よろしくお願いします！また、お手伝いいただける
方を随時募集しています。東京金山会へお力を貸し
ていただける方からのご連絡をお待ちしています。

東京金山会通信 №12

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

①長年下向区長として頑張っておられる矢口卯之助さんと友人たちが立ち上がり、ＣＤを自主制作しました。「かむろの里 下向」
は楽しく元気になる素晴らしい曲です。皆さまの応援よろしくお願いします／②大堰公園のWebカメラのスクリーンショットで
す（２月７日）。例年であれば毎日、朝晩このような光景が当たり前でした／③１月25日の東京金山会新年会には19名が参加。
お正月に金山に帰って楽しかったことや孫自慢、今年の東京金山会総会や各行事の話で大変盛り上がりました。

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.134ほ

転倒予防について

理学療法主査　斎藤みよ子

　
転
倒
に
よ
り
ケ
ガ
を
し
た
り
、
重
症

の
場
合
は
骨
折
し
て
手
術
や
入
院
が
必

要
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
特
に
高
齢
の

方
は
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
転

倒
の
原
因
と
な
る
「
危
険
因
子
」
を
前

も
っ
て
知
り
、
対
策
を
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
転
倒
の
原
因

【
内
的
要
因
】

･
加
齢
に
よ
る
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力

の
低
下
、
視
力
の
低
下

･
病
気
の
影
響
（
脳
血
管
疾
患
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
認
知
症
）

･
こ
れ
ま
で
の
転
倒
経
験
よ
る
活
動
の

制
限

･
薬
の
副
作
用
に
よ
る
ふ
ら
つ
き
（
睡

眠
剤
、
精
神
安
定
剤
）

【
外
的
要
因
】

･
床
の
段
差

･
床
の
障
害
物
（
電
気
コ
ー
ド
や
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
端
）

･
脱
げ
や
す
い
履
物　
な
ど

　
自
宅
内
に
は
、
転
倒
に
つ
な
が
る
多

く
の
外
的
因
子
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
一

般
的
に
、
複
数
の
危
険
因
子
が
重
な
り

合
っ
て
転
倒
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
転
倒
予
防
対
策

①
日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
自
宅
で
簡
単
に
出
来

る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
。

②
自
宅
内
で
安
定
し
た
歩
行
や
動
作
が

出
来
る
よ
う
に
手
す
り
の
設
置
、
床

の
段
差
を
な
く
す
な
ど
介
護
用
品
の

活
用
や
介
護
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、

転
倒
し
に
く
い
環
境
を
整
え
る
。

■
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

　
転
倒
予
防
対
策
と
あ
わ
せ
て
、
転
倒

し
て
も
骨
折
し
な
い
丈
夫
な
骨
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
良

質
の
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
最
後
に
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
令

和
２
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
金
山
診
療

所
を
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

金
山
町
の
皆
様
に
は
、
36
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下向地区で実施された居場所づくり事業の様子

③

① ②

はじめての
BirthDay ！

４月に晴れて１歳の誕生日を

迎えられる「めんご」をパパ・

ママショットで紹介します！
みんなの癒しの龍介！お兄ちゃ
ん達に負けず、強くたくましく
育ってね！

アンパンマンのように強く優し
くなって、お姉ちゃんと仲良く
遊んでね‼

４
．12

柴
田 

龍
介
く
ん
（
稲
沢
）

り
ゅ
う
す
け

４
．23

星
川 

滝
人
く
ん
（
七
日
町
）

た
き
と

　「最近足腰が弱くなって…」「体を
動かしたいけど何をしたらよいか分
からない…」などと悩んでいる方は
いらっしゃいませんか？
　町立診療所の理学療法士は、リハ
ビリだけでなく、そういった皆さん
もサポートさせていただきます。各
地区や団体の会合に出向いて、運動
教室なども行っておりますので、上
記のような悩みを抱えている方は、
お気軽にご連絡ください。

　　　【お問い合わせ】
　　　町立金山診療所 リハビリ室
　　　☎52－2915



　
町
中
心
部
か
ら
南
へ
３
・
５
㎞
、
明
安
地
域
の
お
よ
そ
真
ん
中

に
位
置
す
る
楢
台
地
区
。
楢
台
集
落
と
松
ノ
木
集
落
か
ら
成
り
、

二
集
落
の
間
に
は
明
安
小
学
校
が
所
在
し
ま
す
。
登
下
校
時
な
ど

に
響
く
子
ど
も
た
ち
の
声
が
、
約
１
８
０
名
（
お
よ
そ
50
世
帯
）

が
暮
ら
す
地
区
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
顕
著
な
の
が
、
楢
台
地
区
公
園
保
全
会
の
活
動
で
す
。
平

成
30
年
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
保
全
会
は
、
地
区
公
園
の
整
備
を
通

し
て
緑
化
活
動
の
大
切
さ
を
伝
え
、
住
民
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
設
立
し
た
平
成
30
年
に
は
、
県
み
ど
り
推

進
機
構
の
助
成
を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
公
園
内
に
５
本
の
し

だ
れ
桜
を
植
樹
し
た
ほ
か
、
昨
年
は
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
周
辺

に
芝
生
を
張
り
ま
し
た
。
須
藤
登
区
長
は
「
多
く
の
住
民
が
集
う

場
所
に
な
る
と
よ
い
。
ま
た
、
保
存
会
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
互

い
に
協
力
す
る
体
制
を
つ
く
り
、地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。
一
方
、
松
ノ
木
集
落
で
は
、
平
成
26
年
に
老
朽
化

し
た
公
民
館
を
建
て
替
え
。
こ
れ
は
松
ノ
木
在
住
の
髙
橋
清
大
工

が
施
工
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
に
は
、
帰
省
シ
ー
ズ
ン
前
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
30
名
が
水
路
の
泥

上
げ
や
花
壇
の
除
草
な
ど
を
実
施
。
帰
省
客
だ
け
で
な
く
住
民
に

と
っ
て
も
、
地
区
が
綺
麗
に
な
っ
て
気
持
ち
が
良
い
と
、
来
年
以

降
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
少
し
ず
つ
新
た
な
動
き
が
出
始
め
る
楢
台
地
区
。「
こ
れ
か
ら

を
担
う
若
者
が
、
歴
史
と
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
豊
か
な
楢
台
を

次
世
代
に
残
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
須
藤
区
長
は
思
い
を
語
り
ま

す
。
ま
ず
目
標
と
し
て
い
る
ひ
と
つ
の
光
景
が
あ
る
そ
う
。「
公

園
に
桜
が
咲
く
風
景
を
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た

い
」。
そ
う
願
い
を
込
め
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

▼
さ
あ
４
月
、
待

ち
に
待
っ
た
春
！

…
と
は
い
う
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
事
態
収
束
は

も
う
少
し
先
に
な
り
そ
う
。
暖
か

く
な
っ
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

▼
こ
の
た
び
広
報
担
当
を
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
数
え
て
み

る
と
４
年
間
で
１
０
０
号
あ
ま
り

を
発
行
。
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

制
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
「
広
報
か
ね
や
ま
」
を

ご
愛
読
く
だ
さ
い
ね
！
（
う
ま
）

編
集

 

幸
記

いまこそ集落創生 第25回　楢台地区

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,378人 （２月末現在）
男　性　2,617 人（－11）
女　性　2,761 人（－　4）
世帯数　1,759 世帯

▼２月の異動
　出生 1　人
　死亡 10　人
　転入 6　人
　転出 12　人

■
編

集
・

発
行

／
山

形
県

金
山

町
役

場
 　

〒
999 −5402  最

上
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金
山

町
大

字
金

山
324 −1　
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ぼ
る

【上段（左から）】楢台地区公園保全会の皆さん。
地区住民総出で、公園の維持管理や植樹した桜
の保全を行っている／平成30年に桜を植樹し
た際は地区の子どもたちも協力した
【下段】昨年７月21日に松ノ木集落で初めて実
施した清掃ボランティア。お盆でふるさとに戻
る多くの帰省客を綺麗になった地区で迎えた
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